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熊本市役所の建替えについて 2

⚫ 熊本市は、本庁舎等（市庁舎・中央区役所・議会棟）の耐震性能不足、浸水に対する
脆弱性、老朽化、狭あい化という課題を解決するため、令和6年8月に、『熊本市新
庁舎整備に関する基本構想』を公表しました。

出典：熊本市中心市街地活性化基本計画（令和5年4月） 中心市街地の区域図

熊本駅

現庁舎及び新庁舎は、熊本市の
中心市街地に位置します。
熊本駅からは市電・バスでのア
クセスが可能です。

熊本駅から現庁舎まで
公共交通機関で約15分

バスターミナル

新庁舎
（本庁・議会機能）

新庁舎
（中央区役所機能）

熊本城ホール

花畑広場

市民会館
シアーズホーム
夢ホール

国際交流会館

桜の馬場
城彩苑

熊本城

新庁舎
（中央区役所機能）

新庁舎
（本庁・議会機能）

現庁舎
（本庁・議会・中央区役所）

出典：熊本市新庁舎整備に関する基本構想、熊本市（令和6年8月）

鳥瞰イメージ



熊本市新庁舎整備に関する基本構想（令和６年８月） 3

⚫ 新庁舎の目指すべき姿（３つの視点）

出典：熊本市新庁舎整備に関する基本構想、熊本市（令和6年8月）

⚫ 必要延床面積、対象職員数

機 能 面 積

本庁機能 4４,700㎡

議会機能 6,500㎡

駐車場 ５,600㎡

合計 ５６,８00㎡

対象職員数：約2,850人

１ あらゆる災害に対応できる庁舎

２ 市民が利用しやすく、質の高い

行政サービスが提供できる庁舎

３ まちの賑わいに貢献し、

まちづくりの核となる庁舎

• 十分な耐震性能の確保

• 浸水に対するぜい弱性への対応

• 防災拠点施設としての機能拡充

• 来庁者への配慮・利便性

• 窓口機能の集約等による市民サービス向上

• 市民交流・情報発信の場

• まちづくりの核

機 能 面 積

中央区役所機能 7,800㎡

駐車場 5,700㎡

中央区役所 合計 13,500㎡

中央区役所

本庁舎



熊本市新庁舎整備に関する基本構想（令和６年８月） 4

⚫ 交流・共創スペースの位置づけ

出典：熊本市新庁舎整備に関する基本構想、熊本市（令和6年8月）

本庁舎等は、大正 11 年（1922 年）に現在地に建設された時から現在に至るまで、まちのシンボルとして中

心市街地の賑わい創出の一翼を担い続けており、今後もその役割を果たすことが期待されています。

このようなことから、新庁舎は、市民に親しまれ、様々な世代の方が気軽に集うことができる賑わいと憩いの

場所として、市民協働や交流に資する気軽に市民が集える庁舎を目指します。更には、まちづくりの核として、

周辺地域も一体となった賑わいの創出を目指します。

（１）市民交流・情報発信の場

市民交流や情報発信など多目的に活用可能なスペースの創設や、憩いの場としての利便施設（飲食施設等）の

設置など、あらゆる世代の市民にとって親しみやすく、訪れたくなる場所となることを目指します。

なお、これらのスペースについても、長期的な視点から将来の社会情勢の変化に柔軟に対応できる可変性を

確保します。

（２）まちづくりの核

本庁舎等が周辺地域に与える影響は、経済波及効果、地域防災力の向上など多岐にわたります。

このようなことから、新庁舎の整備においては、庁舎単体の在り方のみならず、周辺施設との回遊性や中心市

街地全体の賑わい、地域・経済交流などに資する、庁舎を核としたまちづくりを目指します。

「新庁舎の目指すべき姿」 まちの賑わいに貢献し、まちづくりの核となる庁舎



市民意見の聴取 5

出典：熊本市新庁舎整備基本計画検討分科会 第２回資料

⚫ 市民意見聴取の状況（令和７年度）

※ 「市民利用スペース」は、現在、「交流・共創スペース」という呼称で表現しています。



市民意見の聴取 6

出典：熊本市新庁舎整備基本計画検討分科会 第２回資料

⚫ 市民意見聴取の状況（令和７年度）

※ 「市民利用スペース」は、現在、「交流・共創スペース」という呼称で表現しています。



新庁舎の交流・共創スペースの計画イメージ 7

⚫ 交流・共創スペースについては、幅広い機能を想定し、可能性を検討しています。

出典：熊本市新庁舎整備基本計画検討分科会 第３回資料
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⚫ 交流・共創スペースについては、幅広い機能を想定し、可能性を検討しています。

出典：熊本市新庁舎整備基本計画検討分科会 第３回資料

新庁舎の交流・共創スペースの計画イメージ
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⚫ 交流・共創スペースについては、幅広い機能を想定し、可能性を検討しています。

出典：熊本市新庁舎整備基本計画検討分科会 第３回資料

新庁舎の交流・共創スペースの計画イメージ
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⚫ 交流・共創スペースについては、幅広い機能を想定し、可能性を検討しています。

出典：熊本市新庁舎整備基本計画検討分科会 第３回資料

新庁舎の交流・共創スペースの計画イメージ



想定スケジュール 11

⚫ 熊本市は、基本計画、基本設計、実施設計にかかる委託契約を発注し、現在基本計画
の検討を進めています。また、市庁舎周辺まちづくりプラン（仮称）、交流・共創スペー
スの利活用の検討についても進めています。

R6.8 R7 R8 R9 R10以降

基本構想 建築工事基本計画 基本設計 実施設計

現在進行中

供用開始

現庁舎
解体工事

まちづくりプラン検討

交流・共創スペース利活用検討



参考資料



熊本市の魅力について 13

出典：熊本市観光政策課観光サイト

熊本城をはじめとする歴史・文化 世界に誇る地下水都市

清らかな水と豊かな大地により育まれた農水産物と、
魅力的な食文化

街のにぎわいと自然が調和した暮らしやすいまち



熊本市観光ガイド くま本
地元人ならではの楽しみ方がいっぱい！！

KUMAMOTO MICE Guide
充実したMICE環境！ウォーカブルなMICEを楽しむ！魅力あふれる都市！

熊本市公式移住情報サイト
心穏やかに過ごしたい日も、楽しくにぎやかに過ごしたい日も、
熊本ならどちらも叶えられる。あなたらしい暮らしを始めてみませんか。

熊本市の魅力について 14

https://kumamoto-icb.or.jp/wp-content/themes/kumamoto-
icb/images/kankou/pamphlet/kumabon.pdf?20250710

https://kumamoto-icb.or.jp/wp-content/themes/kumamoto-
icb/images/convention/guide/guide-20250401.pdf

https://kumamotodo.jp/about/

観光客向け

事業者向け

移住希望者向け

⚫ 様々なターゲット向けに各広報媒体（サイトや冊子等）を使って、熊本市の魅力を発信
しています。

https://kumamoto-icb.or.jp/wp-content/themes/kumamoto-icb/images/kankou/pamphlet/kumabon.pdf?20250710
https://kumamoto-icb.or.jp/wp-content/themes/kumamoto-icb/images/kankou/pamphlet/kumabon.pdf?20250710
https://kumamoto-icb.or.jp/wp-content/themes/kumamoto-icb/images/convention/guide/guide-20250401.pdf
https://kumamoto-icb.or.jp/wp-content/themes/kumamoto-icb/images/convention/guide/guide-20250401.pdf
https://kumamotodo.jp/about/


関連計画（通町筋・桜町周辺地区のまちづくりについて） 15

出典：熊本市新庁舎整備に関するワークショップ第1回ワークショップ配布資料

⚫ 熊本市中心市街地活性化計画では、通町筋・桜町周辺地区は商業・業務等の都市機
能が集積しているエリアとして示されています。



関連計画（熊本市中心市街地ウォーカブルビジョンについて） 16

出典：【概要版】熊本市中心市街地ウォーカブルビジョン─居心地のいい歩いて楽しめるまちなか未来図 ─

⚫ 熊本市中心市街地ウォーカブルビジョンが策定されており、新庁舎の位置する通町
筋・桜町周辺地区を含め、居心地良く歩きたくなるまちなかづくりが推進されていま
す。

本検討との
関連

• 新庁舎は通町筋・桜町周辺地区に位置する。この地区はビジョンの重
点エリアにも設定されている。

• 【重点エリア】中心市街地における歩行者や都市機能の集積状況、自
動車交通量などのデータを整理し、人中心の空間としてのニーズや
ポテンシャルが高いエリアを抽出。このエリアでは、様々な取組を重
点的に行うとともに、アーケード街や花畑広場を軸に人中心の空間
を広げていけるよう、地域の方々とともに検討を進める。

地区ごとの
イメージ

目指すウォーカブル
なまちの姿 多様な人々が開かれた空間で居心地よく快適に過ごせるまち

新庁舎
（本庁・議会機能）

新庁舎
（中央区役所機能）



関連計画（通町筋・桜町周辺地区のまちづくりについて） 17

出典：熊本市新庁舎整備に関するワークショップ第1回ワークショップ配布資料

⚫ 本庁舎・議会棟建設予定地と隣接するエリアでは、近年、桜町再開発施設（商業施設
「サクラマチクマモト」を含む）の開業、花畑広場の供用開始等、開発が進んでいます。



周辺施設の状況（建物用途） 18

⚫ 下通・上通商店街を中心に商業施設が集積、電車通り沿いは業務施設が集積してい
ます。本庁舎は大型商業施設（店舗等併用共同住宅）サクラマチクマモト傍に位置し、
中央区役所の周囲には業務施設が立地しています。

出典：R3年度熊本市都市計画基礎調査より（建物用途）

本庁舎・議会棟建設地

中央区役所建設地

下通

上通

電車通サクラマチ
クマモト



周辺施設の状況（建築年） 19

⚫ 大型商業施設サクラマチクマモトは2019年に開業しており、本庁舎は近年開発が進
んでいるエリアに位置しています。一方、中央区役所の周囲には、比較的建てられて
から年月が経った建物が立地しています。

出典：R3年度熊本市都市計画基礎調査より（建築年）

本庁舎・議会棟建設地

中央区役所建設地

サクラマチ
クマモト



周辺施設の状況（建物階数） 20

⚫ 大型商業施設サクラマチクマモトは15階建て（ホール・住宅・ホテル部分のみ）であり、
本庁舎は周辺のなかで高層の建物に隣接します。一方、中央区役所の周囲には、地上
8～10階建ての建物が立地しています。

出典：R3年度熊本市都市計画基礎調査より（建物階数）

本庁舎・議会棟建設地

中央区役所建設地

サクラマチ
クマモト



周辺施設の状況（鉄道・路面電車等の利用） 21

⚫ 熊本市電辛島町・通町筋は、熊本駅前と並ぶほど乗降客数が多い駅です。中央区役
所は、電車通りに面しています。一方、本庁舎は、広場を挟んで電車通りに面していま
す。

出典：R3年度熊本市都市計画基礎調査より（交通）、熊本市交通局

路線名 駅名（一部）
運行頻度
（平日）

乗降客数
※2021年

3月31日基準
（本/日） （人）

九州新幹線 熊本駅 87 3,399
鹿児島本線 熊本駅 99 9465
熊本市電 熊本駅前 240 3896
熊本市電 祇園橋 242 256
熊本市電 呉服町 242 409
熊本市電 河原町 242 287
熊本市電 慶徳校前 242 309
熊本市電 辛島町 410 2841
熊本市電 花畑町 397 1026
熊本市電 熊本城・市役所前 397 1162
熊本市電 通町筋 397 3530
熊本市電 水道町 397 1546
熊本市電 九品寺交差点 397 1007

（省略）
熊本市電 新水前寺駅前 390 2427

（省略）
熊本市電 健軍町 195 3028
熊本市電 上熊本駅前 167 1068

（省略）
熊本市電 蔚山町 167 367
熊本市電 新町 167 430
熊本市電 洗馬橋 167 310
熊本市電 西辛島町 167 194

（出典）地理院地図（電子国土web）の淡色地図

本庁舎・議会棟建設地

中央区役所建設地

辛島町

花畑町

熊本城・
市役所前

通町筋

西辛島町



周辺施設の状況（来訪者の特徴） 22

⚫ 通町筋・桜町周辺地区は、熊本駅周辺と比較しても来訪者が多く、また、車両の割合
も多いことが確認できます。

出典：人流データ等を活用した中心市街地活性化推進施策検討業務委託



周辺施設の状況（地区別回遊状況） 23

⚫ 桜町周辺は、通町筋（下通側・上通側）と比較する来訪者が少ないことが確認できま
す。桜町花畑周辺地区と下通側エリア間の一定の回遊量が確認できます。

出典：人流データ等を活用した中心市街地活性化推進施策検討業務委託

県内来訪者の回遊量
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（出典）地理院地図（電子国土web）の淡色地図

熊本市中央公民館
図書館、トレーニング室、老人

福祉センター

くまもと森都心プラザ
ビジネス支援拠点、図書館、
子育てひろば、託児室、
ホール、多目的室、会議室

桜の馬場観光交流施設（城彩苑）
熊本城ミュージアム、総合観光案内、物

販、飲食、多目的交流施設

熊本城ホール
ホール、会議室

花畑広場

熊本市民会館
ホール、会議室、レストラン

熊本市こども文化会館
ホール、プレイルーム、会議室 熊本市現代美術館

ギャラリー、会議室、子育てス
ペース

熊本市国際交流会館
会議室、交流ラウンジ、情報
コーナー、カフェ、物販

くまもと県民交流館（県施設）
ギャラリー、会議室、子育てス

ペース

熊本市施設

本庁舎・議会棟建設地

熊本県施設

中央区役所建設地

熊本市市民活動支援セン
ター・あいぽーと
イベントコーナー、
会議室、セミナー室

五福まちづくり交流センター・五福公民館
交流スペース、会議室、図書室等

周辺施設の状況（公共施設の立地）

⚫ 本庁舎・議会棟建設地、中央区役所建設地周辺には、以下の公共施設が位置します。
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熊本市中央公民館
85,935人

くまもと森都心プラザ
731,101人※１

桜の馬場観光交流施設（城彩苑）
268,938人

熊本城ホール
553,037人

熊本市民会館
348,183人

熊本市こども文化会館
329,164人 熊本市現代美術館

119,309人

熊本市国際交流会館
197,616人

くまもと県民交流館（県施設）
535,374人※2

熊本市施設

本庁舎・議会棟建設地

熊本県施設

中央区役所建設地

熊本市市民活動支援セン
ター・あいぽーと

（不明）

花畑広場
1,397,210人

五福まちづくり交流センター・五福公民館
19,226人

（※公表情報より令和４年度実績）

周辺施設の状況（公共施設の利用）※令和5年度の利用者数

⚫ 花畑広場・熊本城ホールの利用者数は、周辺公共施設の中でも多く、また、熊本駅付
近のくまもと森都心プラザの利用者数も多い状況となっています。

（出典）地理院地図（電子国土web）の淡色地図、令和5年指定管理報告書

※1 ホール、XOSS POINT等を含む全体の利用者数 ※2 会議室、パレアルーム、情報ライブラリー、観光物産等情報提供施設（くまもんスクエア）の利用者数合計



周辺施設の状況（花畑広場の利用） 26

⚫ 花畑広場では、年間を通して多くのイベントが開催されており、令和4年度の集客数
は年間200万人を超えています。

出典：都市における業務施設・集客施設の立地のあり方に関する分析・検討WG（熊本市都市政策課）
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